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す
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め
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一
時

マ
ス
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を
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し
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し
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染
防
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あ
り
が
と
う！

力
を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え
よ
う！
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はじめに登壇した
小堀良江議員

　
議
長
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に

議
会
を
運
営
し
て
い
く
お
考
え

で
す
か
。

　

ま
ず
は
所
信
表
明
会
で
述

べ
た
５
点
の
実
現
に
向
け
て
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
所
信
表
明
会
で
述
べ
ら
れ
た

５
点
に
つ
い
て
、
特
に
力
を
注

ぎ
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
特
に
議
会
改
革
と
こ
れ
か
ら

の
議
会
の
在
り
方
の
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
目
標
に
向
け
て
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
お
考
え
で

す
か
。

　

災
害
や
感
染
症
対
策
と
し

て
、
さ
ら
な
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

有
効
活
用
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
非
常
事
態
に
お
い

て
こ
そ
、
議
会
は
そ
の
役
割
を

果
た
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
各

議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
職
責
を
果
た

　
定
例
会
初
日
、
正
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
議
会
で
は
、
選
挙
の
前
に
議
長
又
は
副
議
長
就
任
を
希

望
す
る
議
員
に
よ
る
所
信
表
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
所
信
表
明
会
で
は
、
他
の
議
員
か
ら
の
質
疑
応
答
も
あ
り
、

そ
の
様
子
は
全
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
生
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

就
任
し
た
ば
か
り
の
お
二
人
に
早
速
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

議会
人事

梅澤米満議員を選出

小堀良江　議長

・議会の雰囲気を変え、栃木市を変えたい。
・市長を含めた執行部と議会の距離感を縮めたい。
・議会改革を積極的に進めたい。
　（ 議会全般に関すること、タブレットの活用、広報広聴に関

すること、一般質問に関することについて）

・議員の意見を集約し、引き続き議会改革を進めたい。
・中立・公正な議会運営を進めたい。
・将来を見据えた議会の在り方を検討したい。
・執行部との連携、協力に努めたい。
・議会事務局の体制強化を図りたい。

副議長選挙に向けた所信表明会

議長選挙に向けた所信表明会

はじめに登壇した梅澤米満議員次に登壇した茂呂健市議員
厳正なる開票の結果

次に登壇した千葉正弘議員

これまでの経験を生かし、本市発展のた
め、また、円滑な議会活動のために、議
長を側面から助け、頑張りたい。

・効率的でわかりやすい議会運営
・議会改革の推進
・執行機関、議会、市民の連携・協力
　議長を補佐し、これらを進めたい。
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せ
る
よ
う
、
情
報
共
有
の
有
効

な
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
、
あ

わ
せ
て
ウ
ェ
ブ
を
使
っ
た
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
の
準
備
も
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
副
議
長
と
し
て
、
抱
負
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

議
長
を
支
え
、
一
緒
に
議
会

改
革
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
円
滑

な
議
会
運
営
、
執
行
部
と
の
連

携
を
図
り
、
議
長
を
補
佐
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
意
識
す
る
こ
と
は
何
で

す
か
。

　

議
長
は
、
大
変
多
忙
で
あ
り

ま
す
の
で
、
特
に
議
長
不
在
時
な

ど
は
、
し
っ
か
り
と
議
長
の
代
理

　
新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
議

会
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
の

在
り
方
を
検
討
し
、
議
会
改
革

を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

を
務
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
台
風
被
害
か
ら

の
一
日
も
早
い
復
旧
や
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
も
、
議
長
と
協

力
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議長に小堀良江議員、副議長に

梅澤米満　副議長

所信表明の内容に対
して、他の議員から
の質問があり、考え
を述べました。

小堀議員、千葉議員ともに14票で得票数が同数であっ
たため、地方自治法に基づきくじ引きで小堀議員が議
長に当選しました。

正副議長に聞きました

梅澤議員が21票獲得し、副議長に当選しました。
厳正なる開票の結果

副議長選挙

議長選挙
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※監査委員について
　栃木市には２人の監査委員がいて、そのうち１人は議員
の中から選任することになっています。
　監査委員は、市の財務に関する事務などについて、法令
に違反していないか、効率的に行われているかを監査して
います。

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
は
、
入
野
登
志
子
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
も
選
任
さ
れ
、
続
い
て
正
副
委
員
長
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

◎ 中　島　克　訓
○ 大　浦　兼　政

青　木　一　男
入　野　登志子
関　口　孫一郎
梅　澤　米　満
福　田　裕　司
天　谷　浩　明

総務
常任委員会

◎ 永　田　武　志
○ 森　戸　雅　孝

大　谷　好　一
茂　呂　健　市
福　富　善　明
大阿久　岩　人
小　堀　良　江

建設
常任委員会

◎ 針　谷　正　夫
○ 小久保　かおる

坂　東　一　敏
針　谷　育　造
白　石　幹　男
広　瀬　義　明
松　本　喜　一

産業教育
常任委員会

◎ 氏　家　　　晃
○ 浅　野　貴　之

小　平　啓　佑
川　上　　　均
古　沢　ちい子
内　海まさかず
千　葉　正　弘

民生
常任委員会

◎ 古　沢　ちい子
○ 小　平　啓　佑

森　戸　雅　孝
浅　野　貴　之
川　上　　　均
青　木　一　男
内　海まさかず
福　田　裕　司
中　島　克　訓

広報
委員会

◎ 大　谷　好　一
○ 川　上　　　均

森　戸　雅　孝
小久保　かおる
針　谷　育　造
氏　家　　　晃
松　本　喜　一
福　田　裕　司
中　島　克　訓

議会運営
委員会

議員さんが
監査委員になるの？

入野登志子 議員

監査委員に入野登志子議員を選任
各委員会の構成も決まる　 ◎委員長　○副委員長

議会
人事

13ページで
新しい広報委員を
紹介しているよ。

※ 6月定例会終了後、会派の変更があっ
たため、広報及び議会運営委員会の委員
に変更がありました。本ページでは変更
後（7月8日現在）の委員を掲載しています。

※ ※
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　本市議会では、新型コロナウイルス感染症対策の財源確保を目的として、２つの
議案を議員案として定例会初日（６月５日）に提出しました。この２つの議案は、
その日のうちに審議され、賛成多数（賛成27反対1）で可決されました。（審議結
果は７ページをご覧ください。）

　これらの削減額は、合計12,498,000円になります。
　次期開催の9月定例会では、この金額を議会費から減額
し、「新型コロナウイルス感染症対策基金」に積み立てる
補正予算が提出される予定です。

←提出者を代表し、提案理由の
説明を行う森戸議員

新型コロナウイルス感染症対策のために
〜 議員提案による特例条例を可決 〜

○「栃木市議会の議員の議員報酬の特例に関する条例」を制定
　令和2年7月1日から令和3年3月31日までの間、議員報酬を5パーセント削減します。
　これにより、全議員29名のトータルで5,553,000円の歳出が削減されます。

議員案第1号　可決

○「栃木市議会政務活動費の交付の特例に関する条例」を制定
　令和2年7月1日から令和3年3月31日までの間、政務活動費の一か月あたりの上限額を1人当
たり30,000円から15,000円に削減します。
　これにより、全議員29名トータルで3,915,000円の歳出が削減されます。

　このほか、令和2年度は、各常任委員会・議会運営委員会・広報委員会の行政視察の中止を決
定したことにより、さらに3,030,000円の歳出を削減します。

議員案第2号　可決
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６
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と（
主
な
議
案
等
）

６
月
定
例
会
で
審
査
し
た
主
な
議
案
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

議
案
の
概
要

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
10
億 

９
９
９
９
万
６
千
円
を
追
加
計
上
し
、
予

算
総
額
を
８
３
８
億
１
０
６
２
万
９
千
円

と
す
る
も
の
。

　
主
な
内
容
は
、
子
育
て
世
帯
プ
ラ
ス
サ

ポ
ー
ト
給
付
金
支
給
事
業
費
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
費
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
基
金
積
立

金
、
小
中
学
校
I
C
T
環
境
整
備
事
業
費

の
新
規
計
上
な
ど
で
あ
る
。

議
案
の
概
要

　
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
上
で
の
市
民
の
心

構
え
や
、
行
動
指
針
と
し
て
、
市
民
憲
章

を
制
定
す
る
も
の
。

【
栃
木
市
民
憲
章
】（
本
文
の
み
掲
載
）

一 

、
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
相
手

を
思
い
や
り
ま
す

一 

、
自
然
と
伝
統
を
大
切
に
し
、
美
し
い

環
境
を
つ
く
り
ま
す

一 

、
交
通
安
全
や
防
災
を
心
が
け
、
互
い

に
助
け
合
い
ま
す

一 

、
健
や
か
な
か
ら
だ
を
つ
く
り
、
生
き

が
い
を
も
っ
て
働
き
ま
す

一 

、
広
い
視
野
で
多
く
を
学
び
、
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
し
ま
す

主
な
質
疑
応
答

質　
制
定
に
至
る
経
緯
は

答　
第
１
回
目
の
市
民
憲
章
審
議
会
を

昨
年
６
月
に
開
催
し
、
市
民
か
ら
キ
ー

ワ
ー
ド
を
募
集
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

主
な
質
疑
応
答

質　
子
育
て
世
帯
プ
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト

給
付
金
支
給
事
業
と
は

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
の
生
活

を
支
援
す
る
た
め
、
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
が
い
る
世
帯
に
対
し
１
万
円
を
支
給
す

る
も
の
で
あ
る
。

質　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
事
業
で
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療

機
関
に
支
給
す
る
補
助
金
の
使
途
は

答　
Ｃ
Ｔ
撮
影
装
置
や
ト
リ
ア
ー
ジ
用

陰
圧
テ
ン
ト
な
ど
、
院
内
感
染
防
止
対
策

に
使
用
し
て
い
た
だ
く
。

質　
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事

業
と
は

答　
児
童
生
徒
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い

て
学
習
す
る
場
合
や
、
学
校
と
家
庭
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
を
図
る
準
備
と
し
て
、
各
小

中
学
校
内
に
通
信
ケ
ー
ブ
ル
等
を
整
備
す

る
も
の
で
あ
る
。

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
キ
ー
ワ
ー
ド

等
の
募
集
結
果
を
踏
ま
え
た
素
案
の
作
成

や
、
解
説
文
等
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、

11
月
に
議
員
研
究
会
に
お
い
て
素
案
の
説

明
を
行
っ
た
。
ま
た
、
12
月
か
ら
１
月
ま

で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
今

年
の
３
月
に
審
議
会
か
ら
最
終
案
の
答
申

を
い
た
だ
い
た
。

質　
普
及
啓
発
活
動
は

答　
10
月
10
日
に
開
催
予
定
の
「
新
生

栃
木
市
10
周
年
記
念
式
典
」
で
発
表
し
た

後
、
市
内
75
施
設
に
市
民
憲
章
の
掲
額
を

予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
紙
等
へ
の
掲
載
の
ほ
か
、
成
人
式

な
ど
の
式
典
時
、
各
種
団
体
の
総
会
等
で

唱
和
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

可決 賛成 24
反対   4

一般会計補正予算
（第３号）

議案第40号　
令和２年度栃木市一般会計
補正予算（第３号）

可決 全会一致

栃木市民憲章を
制定

議案第48号　
栃木市民憲章の制定
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討
論
（
議
案
第
40
号
）

反
対

　
補
正
額
約
７
億
円
の
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

事
業
費・校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
関
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
中
で
は
、
先
生
を
増
や
し
少
人
数
学

級
と
す
る
こ
と
が
最
優
先
で
は
な
い
か
。
こ
の
事
業

の
効
果
は
、
先
生
と
子
ど
も
た
ち
に
ゆ
と
り
が
あ
っ

て
こ
そ
、
実
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
反
対
す
る
。

　
こ
の
補
正
予
算
は
、
莫
大
な
金
額
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
教
育
委
員
会
の
考
え
も
聞
か
ず
に
提
案

さ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
導
入
後
、
教
育
が
ど
う
変
わ

る
の
か
、
今
後
の
教
育
の
在
り
方
も
検
討
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

賛
成

　
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
費
は
、
国
が
進

め
る「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」の
実
現
の
た
め
、

校
内
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
本
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
メ
リ
ッ
ト
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

討
論
（
議
員
案
第
１
号
・
２
号
）

反
対

　
削
減
理
由
を
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
苦
し
む
市
民

に
寄
り
添
う
た
め
と
す
る
な
ら
ば
、議
員
報
酬
５
％
、

政
務
活
動
費
50
％
の
削
減
で
は
十
分
と
は
言
え
な

い
。
ま
た
、
議
員
報
酬
は
、
我
々
が
議
員
活
動
を
し

て
い
く
上
で
必
要
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
財
源
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
、
反
対

す
る
。

議案等の審議結果
　６月定例会では、議案16件、議員案２件、陳情１件が審査され、その内、全会一致は15件、賛否が
分かれた議案等は４件でした。
　賛否が分かれた議案等の各議員の賛否は以下のとおりです。
※表中の会派名は、令和２年６月24日（６月定例会最終日）現在です。 賛成：◯、反対：●

　本会議の表決前に、他の議員の賛同を得るために、討論が行われた議案名と発言した議員名は次のと
おりです。（○＝賛成　●＝反対）
議案第 40号　 ●川上　均議員、●針谷育造議員、〇関口孫一郎議員
議員案第 １号※ ●内海まさかず議員　※議員案の内容については５ページをご覧ください。議員案第 ２号※ ●内海まさかず議員
陳情第 １号　 〇内海まさかず議員、〇針谷育造議員、〇白石幹男議員

番　号 件　名
採
決
結
果

1 2 3 4 5 ６ 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 25 26 27 28 29 30
森
戸
　
雅
孝

小
平
　
啓
佑

浅
野
　
貴
之

川
上
　
均

大
浦
　
兼
政

古
沢
　
ち
い
子

大
谷
　
好
一

坂
東
　
一
敏

青
木
　
一
男

茂
呂
　
健
市

内
海
ま
さ
か
ず

小
久
保
か
お
る

針
谷
　
育
造

氏
家
　
晃

入
野
　
登
志
子

千
葉
　
正
弘

白
石
　
幹
男

永
田
　
武
志

福
富
　
善
明

広
瀬
　
義
明

関
口
　
孫
一
郎

針
谷
　
正
夫

大
阿
久
　
岩
人

松
本
　
喜
一

小
堀
　
良
江

梅
澤
　
米
満

福
田
　
裕
司

中
島
　
克
訓

天
谷
　
浩
明

栃
木
政
策
研
究
会

栃
木
政
策
研
究
会

誠
　
心

日
本
共
産
党
栃
木
市
議
団

栃
木
政
策
研
究
会

公
明
党
議
員
会

誠
　
心

誠
　
心

明
　
政

創
志
会

創
志
会

公
明
党
議
員
会

創
志
会

栃
木
未
来

公
明
党
議
員
会

創
志
会

日
本
共
産
党
栃
木
市
議
団

無
会
派

明
　
政

無
会
派

栃
木
未
来

弘
毅
会

明
　
政

栃
木
未
来

無
会
派

無
会
派

創
志
会

弘
毅
会

誠
　
心

議員案
第１号

栃木市議会の議員の議員報
酬の特例に関する条例の制
定について

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
採
決
に
は
加
わ
ら
な
い

○○○ ○ ○ ○

議員案
第２号

栃木市議会政務活動費の交
付の特例に関する条例の制
定について

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○ ○

議 案
第40号

令和２年度栃木市一般会計
補正予算（第３号）

可
決○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○○○

議
長
の
た
め
採
決
に
は
加
わ
ら
な
い

○ ○ ○ ○

陳 情
第１号

日本政府及び国会に対し、
「日米地位協定の抜本的見
直しを求める」よう意見書
提出を要請する陳情書

不
採
択
● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ● ●●● ● ● ● ○
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●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

○
水
害
対
策

○
避
難
所
運
営

学
校
休
業
は
教
育
現
場
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か

　

学
習
の
遅
れ
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
遅

れ
に
関
す
る
対
応
及
び
そ
の
成
績
評
価

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。
子
ど
も
の

心
身
、
生
活
習
慣
に
関
す
る
状
況
把
握

は
行
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
授
業
の
研

究
、環
境
整
備
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　

休
業
中
に
は
学
校
と
の
つ
な
が
り
や

先
生
か
ら
の
連
絡
、
直
接
的
な
対
話
が

欲
し
い
。
そ
れ
は
、子
ど
も
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
な
る
。
こ
の
休
業
期
間
中
、

学
校
の
顔
が
見
え
な
い
。
何
も
や
っ
て

い
な
い
の
で
は
。
先
生
は
何
を
し
て
い

る
の
か
と
の
声
に
ど
う
答
え
る
か
。

答
弁
青
木
教
育
長

ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
た
効
果
的
な

学
習
の
研
究
を
今
後
進
め
て
い
く

　

休
校
中
に
は
、
学
習
プ
リ
ン
ト
等
の

課
題
配
付
・
回
収
、
動
画
の
作
成
・
配

信
を
す
る
な
ど
し
て
児
童
生
徒
が
意
欲

的
に
学
べ
る
よ
う
各
校
で
工
夫
し
て
い

た
。

　
再
開
に
あ
た
っ
て
は
、
授
業
時
数
を
確

保
す
る
た
め
、
各
校
に
お
い
て
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
再
編
成
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　

成
績
評
価
に
つ
い
て
は
、
再
開
後
の

授
業
評
価
に
加
え
て
、
休
校
中
の
学
習

状
況
に
つ
い
て
も
適
切
に
評
価
し
て
い
く
。

　

休
校
中
は
、
各
校
で
家
庭
訪
問
や
電

話
連
絡
等
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
心

身
の
健
康
や
家
庭
生
活
の
様
子
を
把
握

し
て
い
た
。
学
校
再
開
が
決
ま
っ
て
か

ら
は
、
分
散
登
校
の
機
会
を
活
用
し
て

個
別
面
談
等
を
行
い
、
児
童
生
徒
の
不

安
を
取
り
除
き
、
安
心
し
て
登
校
が
で

き
る
よ
う
に
準
備
期
間
を
設
け
た
。

　
今
後
は
、
文
部
科
学
省
が
推
進
す
る

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
を
目

指
す
と
と
も
に
、
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
た

効
果
的
な
学
習
に
つ
い
て
の
研
究
を
進

め
て
い
く
。

内海まさかず 議員
創志会

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

●
東
武
金
崎
駅
周
辺
地
域
拠
点
形
成

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
を

生
か
し
た
東
武
金
崎
駅
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
を

　

中
山
間
地
で
の
人
の
移
動
や
物
流
の

確
保
な
ど
を
目
的
に
、
平
成
29
年
、
国

土
交
通
省
に
よ
り
、「
道
の
駅
に
し
か

た
」
を
拠
点
と
し
た
自
動
運
転
サ
ー
ビ

ス
の
実
証
実
験
が
全
国
で
初
め
て
行
わ

れ
た
。

　

国
は
、
無
人
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の

普
及
に
向
け
、
工
程
表
を
示
し
、
計
画

策
定
な
ど
で
自
治
体
を
支
援
す
る
事
業

も
始
め
た
。

　

東
武
金
崎
駅
周
辺
で
「
道
の
駅
に
し

か
た
」
を
拠
点
と
し
た
自
動
運
転
サ
ー

ビ
ス
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
は
ど
う
か
。

答
弁
小
保
方
総
合
政
策
部
長

先
進
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
手
段

の
一
つ
と
し
て
検
討
を
進
め
る

　

平
成
29
年
に
「
道
の
駅
に
し
か
た
」

で
行
わ
れ
た
実
証
実
験
で
は
、
西
方
地

域
の
住
民
、
約
70
名
が
モ
ニ
タ
ー
と
し

て
自
動
運
転
車
両
に
乗
車
し
、
体
感
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
、
本
市
に
お
い
て
は
、
主
に
ふ

れ
あ
い
バ
ス
が
市
内
各
地
域
間
を
移
動

す
る
公
共
交
通
機
関
と
し
て
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
各
地
域
内
で
の
細
や

か
な
移
動
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
自
動

運
転
サ
ー
ビ
ス
は
有
効
な
も
の
と
考
え

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
も
、国
等
の
制
度
に
も
注
視
し
、

先
進
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
手
段
の
一
つ

と
し
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

針谷 正夫 議員
弘毅会

今後の活用が期待される
自動運転サービス車両



－ 9－

第 45 号 令和 2年 8月 20 日

一 般 質 問 の 詳 し い 内 容 は こ ち ら か ら ア ク セ ス

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

浅野 貴之 議員
誠　心

融
資
期
間
、
据
置
期
間
の

さ
ら
な
る
拡
充
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
地
域

経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、「
中
小
企
業
緊
急
景
気

対
策
特
別
資
金
」
を
中
心
に
資
金
繰
り

対
策
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
申
込
み

状
況
や
主
な
相
談
例
を
伺
う
。

　

併
せ
て
、
融
資
期
間
５
年
以
内
、
据

置
期
間
６
か
月
以
内
で
あ
る
条
件
を
拡

充
し
、
さ
ら
に
使
い
勝
手
の
よ
い
制
度

に
改
良
す
べ
き
と
考
え
る
が
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
福
原
産
業
振
興
部
長

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

見
直
し
を
図
っ
て
い
く

　
「
中
小
企
業
緊
急
景
気
対
策
特
別
資

金
」
の
申
込
み
状
況
は
、
本
年
５
月
末

現
在
で
1
4
0
件
、
９
億
７
９
７
０
万

円
の
融
資
額
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
度
は

２
件
の
み
の
申
込
み
で
あ
っ
た
が
、
今
年

度
は
非
常
に
多
く
の
申
込
み
と
な
っ
て
お

り
、本
融
資
の
内
容
や
申
込
み
手
続
き
、

他
の
融
資
と
の
違
い
等
、
問
合
せ
や
相

談
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
市
の
融
資
利
用
者
の
信

用
保
証
料
を
全
額
補
助
し
て
お
り
、
さ

ら
に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
影
響
を
受
け
た
方
の
融
資
に
つ
い
て

は
、
県
の
融
資
利
用
者
も
含
め
、
５
年

間
分
の
利
子
を
補
助
す
る
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

　

な
お
、
県
内
で
５
年
を
超
え
る
利
子

補
助
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
は
な
い
。

　

今
後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
融
資
利

用
者
な
ど
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
伺
い

な
が
ら
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

適
宜
、
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

万
全
の
備
え
が

市
民
の
生
命
を
守
る

　

本
市
職
員
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
罹
患
者
と
の
対
応
を
特
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、
常
備
消
防
の
救
急
搬
送

に
従
事
す
る
職
員
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
限
ら
ず
、

様
々
な
感
染
が
疑
わ
れ
る
搬
送
者
か
ら

の
二
次
感
染
を
防
ぐ
、
す
な
わ
ち
蔓
延

化
阻
止
の
観
点
か
ら
も
万
全
な
資
器
材

の
配
備
が
重
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
感
染
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

な
が
ら
も
責
務
を
果
た
す
職
員
へ
の
対

応
も
必
要
と
考
え
る
が
、
消
防
に
対
す

る
物
心
両
面
を
補
完
す
る
こ
と
へ
の
、

執
行
部
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
小
島
消
防
長

県
内
消
防
本
部
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
り
、
全
国
的
に
マ
ス
ク
、
感
染
防

護
服
、
消
毒
薬
等
の
救
急
資
器
材
の
不

足
が
一
時
的
に
生
じ
た
が
、本
市
で
は
、

保
有
し
て
い
る
救
急
資
器
材
で
対
応
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
今
回
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
で
使

用
し
た
救
急
資
器
材
数
を
参
考
に
、
マ

ス
ク
、
感
染
防
護
服
、
消
毒
薬
等
の
確

保
や
、
消
毒・除
染
の
で
き
る
設
備
の
、

計
画
的
な
整
備
の
検
討
を
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
感
染
症
搬
送
業
務
に
従
事
し

た
職
員
へ
の
危
険
手
当
に
つ
い
て
は
、

県
内
消
防
本
部
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

検
討
し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
消
防
職
員
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
に
は
、「
栃

木
市
消
防
本
部
・
消
防
署
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
感
染
者
発
生
時

の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
、
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。

�

※
会
派
名
は
６
月
10
日
時
点

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
消
防
の

　
影
響
と
対
策

○
休
校
に
よ
る
児
童
生
徒
た
ち
へ
の
影
響

広瀬 義明 議員
無会派※
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営
利
目
的
企
業
の
、
固
定
資
産

税
免
徐
は
認
め
ら
れ
な
い

　

完
成
後
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
固
定
資

産
税
見
込
み
は
、
２
０
０
万
か
ら

３
０
０
万
と
聞
い
て
い
る
。
収
益
事
業

を
行
わ
な
い
非
営
利
団
体
で
も
入
場
料

を
取
れ
ば
固
定
資
産
税
は
徴
収
さ
れ
る
。

　

ま
し
て
入
場
料
を
取
る
民
間
営
利
企

業
の
固
定
資
産
税
を
免
除
す
る
こ
と
は

法
を
逸
脱
し
、
市
民
感
情
か
ら
も
認
め

ら
れ
な
い
。
苦
労
し
て
税
金
を
納
め
て

い
る
市
民
へ
の
説
明
を
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
、説
明
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る
。

答
弁
小
保
方
総
合
政
策
部
長

本
市
及
び
市
民
へ
の
影
響
や

効
果
な
ど
を
慎
重
に
判
断
し
て
い
る

　

市
税
条
例
第
71
条
に
お
い
て
、
市
長

が
固
定
資
産
税
の
減
免
が
必
要
で
あ
る

と
認
め
る
も
の
を
定
め
て
お
り
、
市
税

条
例
施
行
規
則
第
34
条
に
お
い
て
、
減

免
が
必
要
で
あ
る
も
の
を
具
体
的
に
規

定
し
て
い
る
。

　

市
税
は
法
に
則
り
、
公
正
か
つ
公
平

に
扱
う
こ
と
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
減

免
に
お
い
て
も
恣
意
的
な
運
用
が
行
わ

れ
な
い
よ
う
具
体
的
な
対
象
者
を
条
文

に
定
め
て
い
る
が
、
市
長
は
、
具
体
的

に
挙
げ
ら
れ
た
対
象
者
の
他
、
公
益
上

そ
の
他
特
別
な
理
由
が
あ
る
も
の
に
減

免
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　

減
免
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
減
免
対

象
者
、
減
免
対
象
物
の
公
益
性
、
本
市

及
び
市
民
へ
の
影
響
や
効
果
な
ど
を
慎

重
に
判
断
し
、
公
正
、
公
平
な
運
用
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

●
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

○
合
併
10
年
の
総
括

針谷 育造 議員
　創志会

巴
波
川
の
改
修
と
合
わ
せ
て

総
合
的
に
進
め
て
は

　

沼
和
田
町
の
中
央
を
東
南
に
流
れ
て

い
る
用
排
水
路
は
、
毎
回
、
雨
量
が
20

ミ
リ
以
上
に
な
る
と
、
水
路
の
水
は
道

路
面
と
同
じ
に
な
り
、
溢
水
の
状
況
と

な
り
、
住
民
は
不
安
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
旧
大
平
町
と
旧
栃
木
市
の

境
界
付
近
の
水
路
が
全
然
整
備
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

状
況
把
握
と
今
後
の
整
備
状
況
を
伺

う
。答

弁
澁
江
建
設
部
長
、
福
原
産
業
振
興
部
長

地
元
の
用
水
組
合
や

土
地
改
良
区
と
調
整
を

図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

　

地
域
境
に
お
け
る
用
排
水
路
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
上
流
側
の
水
路
断
面
と

下
流
側
の
水
路
断
面
に
違
い
が
あ
る
こ

と
か
ら
、毎
年
の
台
風
や
大
雨
時
に
は
、

下
流
の
水
路
に
負
荷
が
か
か
り
、
溢
水

被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
把
握
し

て
お
り
、
対
応
等
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

　

市
と
し
て
は
、
牛
久
、
横
堀
地
区
の

被
害
を
解
消
す
る
に
は
、
雨
水
排
水
処

理
対
策
と
し
て
、
調
整
池
の
整
備
や
用

水
路
の
拡
幅
、
さ
ら
に
は
、
一
級
河
川

巴
波
川
に
お
け
る
強
制
排
水
施
設
の
設

置
な
ど
を
含
め
、
効
果
的
な
対
策
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
た

め
、
今
後
、
関
係
課
を
中
心
に
、
地
元

の
用
水
組
合
や
土
地
改
良
区
と
調
整
を

図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

○
教
育
改
革

●
沼
和
田
町
の
用
排
水
路
改
修

天谷 浩明 議員
誠　心

溢水状態となる
沼和田町地内の排水路

説明責任が問われている
スタジアム建設
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○
災
害
対
策

●
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設

○
平
和
行
政

白石 幹男 議員
日本共産党栃木市議団

使
用
料
の
全
額
免
除
は
市
財
産

条
例
に
抵
触
す
る
の
で
は

　

㈱
日
本
理
化
工
業
所
と
の
覚
書
で

は
、
土
地
使
用
料
を
栃
木
市
公
園
条
例

の
規
定
に
よ
り
全
額
免
除
す
る
と
し
、

免
除
年
数
の
上
限
を
10
年
間
と
し
て
い

る
が
、
公
益
上
そ
の
他
の
特
別
の
理
由

が
あ
る
と
認
め
る
根
拠
、
免
除
年
数
を

10
年
間
と
す
る
根
拠
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、栃
木
市
財
産
の
交
換
、譲
与
、

無
償
貸
付
け
等
に
関
す
る
条
例
に
規
定

す
る
「
無
償
貸
し
付
け
で
き
る
法
人
」

に
当
て
は
ま
ら
ず
、
条
例
に
抵
触
す
る

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁
小
保
方
総
合
政
策
部
長

市
財
産
の
交
換
、
譲
与
、

無
償
貸
付
け
等
に
関
す
る
条
例

は
適
用
し
て
い
な
い

　

サ
ッ
カ
ー
専
用
施
設
は
、
費
用
の
全

て
が
設
置
者
の
負
担
で
整
備
さ
れ
、
市

民
に
も
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の
機
会
が
提
供

さ
れ
、開
放
も
行
わ
れ
る
施
設
で
あ
る
。

こ
の
施
設
を
利
用
し
た
取
り
組
み
は
、

栃
木
市
の
全
国
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
周
知
、

市
へ
の
経
済
貢
献
、
岩
舟
地
域
の
活
性

化
へ
の
寄
与
、
さ
ら
に
は
市
民
の
一
体

感
の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　

免
除
年
数
に
つ
い
て
は
、
安
定
的
に

市
で
活
動
す
る
環
境
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
長
期
的
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る

が
、
覚
書
で
は
、
都
市
公
園
法
の
認
め

る
許
可
年
限
の
上
限
で
あ
る
10
年
と

し
、
免
除
期
間
も
許
可
期
間
と
合
わ
せ

る
も
の
と
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
岩
舟
総
合
運
動
公
園

内
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
市
公
園
条

例
に
よ
り
有
償
で
の
許
可
で
減
免
と
し

て
お
り
、
市

財
産
の
交

換
、
譲
与
、

無
償
貸
付
け

等
に
関
す
る

条
例
は
適
用

し
て
い
な
い
。

介
護
・
障
が
い
者
施
設
で

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場
合

の
対
策
は

　

障
が
い
を
持
つ
お
子
さ
ん
の
い
る
介

護
施
設
に
勤
務
す
る
女
性
か
ら
、
勤
務

先
の
介
護
施
設
や
お
子
さ
ん
が
利
用
し

て
い
る
障
が
い
者
施
設
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
広
が
っ
た
場
合
、

仕
事
を
辞
め
る
か
解
雇
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
と
の
声
が
あ
っ
た
。

　

介
護
施
設
や
障
が
い
者
施
設
な
ど
の

福
祉
施
設
で
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
が
発
生

す
る
と
受
け
入
れ
先
な
ど
の
困
難
が
予

想
さ
れ
る
が
、
対
策
に
つ
い
て
見
解
を

伺
う
。

答
弁
藤
田
保
健
福
祉
部
長

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

障
が
い
児
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が

後
方
支
援
を
行
う

　

入
所
施
設
で
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
が
発

生
し
た
場
合
は
、
濃
厚
接
触
が
疑
わ
れ

る
利
用
者
は
、
入
所
施
設
で
は
個
室
隔

離
や
施
設
内
感
染
予
防
の
た
め
の
場
所

を
分
け
た
対
応
に
よ
り
、
防
護
服
等
を

着
用
し
た
職
員
が
ケ
ア
を
行
い
、
併
せ

て
施
設
内
の
消
毒
を
行
う
。

　

ま
た
、
通
所
施
設
で
発
生
し
、
事
業

所
が
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
休
業
す

る
場
合
に
は
、
利
用
者
は
自
宅
待
機
の

う
え
家
族
介
護
を
基
本
と
す
る
が
、
自

宅
で
の
介
護
が
困
難
な
場
合
は
、
利
用

者
の
状
況
に
合
わ
せ
て
介
護
支
援
専
門

員
等
が
代
替
サ
ー
ビ
ス
を
調
整
す
る
こ

と
と
な
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
後
方
支
援
を
行
う
。

　

な
お
、
障
が
い
者
施
設
も
こ
れ
に
準

じ
た
取
扱
い
と
な
り
、
後
方
支
援
と
し

て
は
障
が
い

児
者
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー

が
そ
の
役
割

を
担
う
こ
と

に
な
る
。

○
保
育
関
係
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
対
応

○
学
校
関
係
の
コ
ロ
ナ
対
策
、
対
応

○
新
型
コ
ロ
ナ
で
の
国
、
県
、
市
の
支
援
策

●
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
の
医
療
、
介
護
、

　
障
が
い
者
施
設
等
へ
の
対
応

川上　均 議員
日本共産党栃木市議団

コロナ対策をして入浴準備

工事の進むサッカースタジアム建設現場
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６
月
定
例
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

各
会
派
に
お
い
て
、
一
般
質
問
の

登
壇
者
を
絞
る
こ
と
や
、
重
複
し

た
質
問
を
行
わ
な
い
な
ど
、
会
議

時
間
の
短
縮
に
努
め
ま
し
た
。

職
員
が
感
染
し
た
場
合
の

危
機
管
理
と
業
務
継
続
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
は

　

栃
木
市
は
独
自
の
非
常
事
態
宣
言
を

発
令
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
危
機
感
を
表
明
し
た
。

　

消
毒
の
範
囲
や
休
業
の
範
囲
な
ど
を

含
め
、
職
員
の
中
で
感
染
者
が
出
た
場

合
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
ら
れ
て
い

る
の
か
伺
う
。

答
弁
大
野
財
務
部
長

非
常
時
に
お
け
る
業
務
継
続
の

方
法
に
つ
い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

取
り
ま
と
め
た
い

　

感
染
症
に
対
応
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
と

し
て
は
、平
成
29
年
度
に
策
定
し
た
「
栃

木
市
健
康
危
機
管
理
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
が
あ
る
が
、
施
設
の
消
毒
や
封
鎖

な
ど
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
に
取
る

べ
き
具
体
的
な
行
動
や
基
準
に
関
す
る

定
め
が
な
い
た
め
、
よ
り
具
体
的
な
行

動
規
範
と
な
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検
討
を

開
始
し
た
。

　

ま
た
、
職
員
の
中
か
ら
感
染
者
が
発

生
し
た
際
の
庁
舎
管
理
の
考
え
方
に
つ

い
て
は
、
本
庁
舎
は
各
フ
ロ
ア
単
位
で

閉
鎖
、
総
合
支
所
や
小
規
模
施
設
は
全

館
閉
鎖
と
し
た
上
で
、
当
該
職
員
及
び

接
触
者
の
行
動
範
囲
を
速
や
か
に
消
毒

し
、
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
１
階
商
業

施
設
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　

庁
舎
を
閉
鎖
し
た
場
合
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

た
め
、
他
の
施
設
等
で
業
務
を
行
う
こ

と
に
な
る
が
、
十
分
な
対
応
が
困
難
な

た
め
、
現
在
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
検
証

し
て
い
る
の
で
、
非
常
時
に
お
け
る
業

務
継
続
の
方
法
に
つ
い
て
、
６
月
中
に

取
り
ま
と
め
た
い
。

�

※
会
派
名
は
６
月
11
日
時
点

○
水
害
対
策

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

小平 啓佑 議員
栃木政策研究会※

（仮称） 文学館の改修工事等
を視察しました

　６月24日開催の議員研究会において、現在改修工事中の（仮
称）栃木市文学館（旧市役所別館）を視察しました。
　当日は、隣接して建設中の（仮称）栃木市文化芸術館の現場
も見学いたしました。
　両施設とも、令和４年度中の
開館を予定しています。

現地では担当課から現在の状況について、説明を受けました。
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日本政府及び国会に対し、「日米地位協定の抜本的見直しを求める」よう
意見書提出を要請する陳情書

市議会広報委員会

　市議会広報委員会のメンバーが新しくなりました。
　より皆さまに読んでいただけるよう、「市議会だより」
の作成に取り組んでまいります。

広報委員会の様子
（6月11日撮影）

　本市議会では行政に対する市民の意見・要望等について、請願や陳情という形で受け付けております。
　今定例会では、安保破棄栃木県実行委員会・栃木県平和委員会より5月19日付で陳情書が提出され
ました。
　これを受けまして、本市議会では本陳情を総務常任委員会に付託し、審議をいたしました。
　総務常任委員会では、本陳情を不採択とすべきとの立場から、「外交や防衛など安全保障に関するこ
とについては、引き続き国が責任をもって取り組むべきである。」という意見や、「我々が日々安全に
生活できているのは、日米安全保障条約や日米地位協定によるところも大きいと思われる。」などの意
見がありました。また、本陳情を採択すべきとの立場からは、「様々な問題に対する民意を地方議会か
ら届けることも重要である。」といった意見がありました。
　その後、本会議で採決の結果、本陳情は不採択となりました。

【陳情の趣旨】 

全国知事会が平成30年７月に国に提出した「米軍基地負担に関する提言」で提起している下記事
項について、早期の実現を求める意見書を国に提出していただくよう陳情する。

記
〇 米軍機による低空飛行訓練等については、国の責任で実態調査や事前情報提供を必ず行い、関係

自治体や地域住民の不安を払拭した上で実施するよう、十分配慮すること。
〇 日米地位協定を抜本的に見直し、航空法、環境法令などを原則として米軍にも適用させることや、

事件・事故時の自治体職員の迅速かつ円滑な立ち入りの保障などを明記すること。

・古沢　委員長　読者の求める情報発信を意識し、伝わる市議会だよりを目指します。
・小平副委員長　副委員長として委員長を補佐し、開かれた「議会だより」づくりを進めていきます。
・森戸　委　員　見やすく分かりやすい、議会をより身近に感じられる「議会だより」を目指していきます。
・浅野　委　員　議会活動や議論の内容を分かりやすく、親しみやすくお伝えできるよう努力いたします。
・川上　委　員　2期目の広報委員となりました。取り組んできた経験を生かし、邁進してまいります。
・青木　委　員　議会活動などが市民の皆様に身近に感じられるような紙面づくりに努めてまいります。
・内海　委　員　多くの市民の皆様に分かりやすく、親しまれる紙面づくりを心掛けていきたいと思います。
・福田　委　員　市民の皆様が求める内容や、議会活動全般について、親しまれる広報紙作成を目指します。
・中島　委　員　分かりやすい内容、誰もが手に取りたくなる表紙、こんな議会だよりを作りたいと思います。

新しいメンバーが決まりました

【各委員の抱負】
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支出の透明化を図れるよう
昨年度の収支状況を報告します

政務
活動費

政務活動費の使途の透明性・公開度を高めるため、平成30年度から
領収書などの全ての収支関係書類をホームページで公開しているよ

令和元年度政務活動費交付金収支状況
（平成31年４月〜令和２年３月）
※会派議員数は令和２年３月末現在、（　）内数字は再掲
※政務活動費の基準日は各月の初日

円（A）
円（B）
％（B/A）

10,440,000
5,684,971

執行率　54.5

令和元年度政務活動費交付上限額　月額３万円×12か月×29人 ..........

令和元年度政務活動費交付決定額 ..............................................................

（単位：円）

会  派  名 日本共産党
栃木市議団

公明党
議員会

弘毅会
（4月～

6月）

弘毅会
（7月～

3月）
創志会 誠　心 栃木

未来
栃木政策
研究会 明　政 無会派

広瀬義明

無会派
永田武志
（7月～

3月）

無会派
梅澤米満
（7月～

3月）
計

議員数（名） 2 3 (4) 2 5 4 4 3 3 1 1 1 29 

議員数変更
時期等 ― ― 6月30日 

2名離脱 ― ― ― ― ― ― ― 7月1日 7月1日

交付上限額 720,000 1,080,000 360,000 540,000 1,800,000 1,440,000 1,440,000 1,080,000 1,080,000 360,000 270,000 270,000 10,440,000

交付決定額 519,507 535,778 43,455 276,076 527,844 194,025 1,166,197 910,558 1,061,282 56,688 124,398 269,163 5,684,971

支

出

額

内

訳

１
研究
研修費

250,934 30,003 0 97,600 2,660 0 0 65,692 198,600 0 0 0 645,489

２
調査
旅費

0 256,493 0 100,186 347,880 100,187 907,815 687,528 680,861 0 111,800 226,953 3,419,703

３
資料
作成費

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

４
資料
購入費

234,027 205,350 27,378 47,838 83,838 47,684 182,520 125,980 111,143 40,800 0 36,000 1,142,558

５
会議費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

６
人件費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

７
その他
の経費

34,546 43,932 16,077 30,452 93,466 46,154 75,862 31,358 70,678 15,888 12,598 6,210 477,221

執行率（％） 72.2 49.6 12.1 51.1 29.3 13.5 81.0 84.3 98.3 15.7 46.1 99.7 54.5
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新型コロナウイルス感染症に関する補正予算等を全会一致で可決（5月臨時会）

　５月11日に開催された臨時会では、
冒頭、大川市長より、本市独自の非常
事態宣言を行った経緯について説明を
受けました。
　また、全国民へ一律10万円を給付
する特別定額給付金や、休業要請に協
力した市内の企業などに市独自の協力
補助金を支給するための事業費など、
新型コロナウイルス感染症に関する補
正予算や条例が審議され、全会一致で
可決されました。

提案理由の説明をする大川市長

　栃木市の地域医療を支える現場で働かれている医療従事者の皆さまです。
　高齢化、医療ニーズの多様化等、医療を取り巻く環境は変
化し続けています。
　そのような中で、地域に根ざした病院として、若い人から
お年寄りまで安心して暮らせる「地域完結型医療」を提供す
るために、皆さまの毎日に寄り添い、尽力されている方々で
す。力強く、素敵な笑顔を頂きました。ありがとう。

表紙の写真 ありがとう！力を合わせて乗り越えよう！

市議会における新型コロナウイルス感染拡大防止の取り組み
　本市議会では、５月臨時会、６月
定例会などにおいて、全議員の発熱・
体調チェックを実施し、手洗い・手
指消毒の徹底、マスクの常時着用、
会議時の身体的距離の確保、会議時
間の短縮、議場や会議室の換気等に
努めました。
　また、傍聴席においても、十分な
間隔を保つため、座席数を制限させ
ていただきました。

議場の各座席間には、飛沫感染防止のための
パーティションを設置

 （撮影協力：とちぎメディカルセンターしもつが　表紙撮影：小平・浅野委員）
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9月定例会の予定（変更になる場合があります）

目の不自由な方のために、市内の朗読ボランティアが議会だよりの音声テープを作成しておりますので、ご入用の方は
お気軽に議会事務局までお問い合わせください。　〈TEL：0282-21-2505〉

　日程と一般質問の内容は、確定次第、ホー
ムページ等でお知らせするほか、8月27日

（木）に新聞折り込みを予定しています。

　オレンジ色の新聞折り込みチラシ裏面で
「一般質問」をチェック！気になる話題があ
るかもしれません。

　なお、一般質問の様子は、ケーブルテレ
ビや市議会のホームページからもご覧いた
だけます。

日 月 火 水 木 金 土
8/23 24 25 26 27 28 29

本会議
議案等提案

30 31 9/1 2 3 4 5
本会議

『一般質問』
6 7 8 9 10 11 12

常任委員会・決算特別委員会 分科会
（総務） （民生） （産業教育） （建設）

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26
決算特別委員会

会派代表質疑 分科会長報告
27 28 29 30 10/1 2 3

本会議
議案等採決

（感染症等の状況により、傍聴の自粛をお願いする場合があります。）

栃木市
マスコットキャラクター

とち介


